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巻頭言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　須藤正起

　県視協会員の皆様こんにちは。ワクチン接種も2回目が終わり、緊急事態宣言も解除され、多少、出掛けやすくなって参りました。静岡県のGo To Eat、Go Toトラベルも再会し飲食店等も賑わっております。時期的に、お酒を飲まれる機会も有ろうかと思いますが、手洗い消毒、うがい等を続けていただきますようお願い致します。

　さて、前号よりの事業として、第２回指導者研修会とIT機器使用訓練等事業を同日、ハイブリット方式で開催致しました。指導者研修では、視覚特視の併置問題について、スケジュールの発表を受け、新たな要望書の作成に向け、意見交換等を行いました。IT機器については、主に青年層によるSNSの魅力と注意点を説明してもらい、疑問点等の質疑応答により、興味を持たれた方も居られました。是非、訓練を受けて、ご自身で体験していただきたいと思います。

　今年度も同行援護従業者養成研修（一般課程）を10月に4日間で行いました。会場は三島文化会館の大会議室をお借りし、受講生は全課程30名、追加課程2名でした。申込みは39名で、コロナ禍以前から引き続き、資格取得を希望される方は多い反面、研修を行う団体が本会と補助犬センターの2団体と少ないため、数が増えてない様に思います。資格取得後の定着率が低いのも問題のように思います。4日間の講義と実習で不安な方、しばらく仕事から離れていた方へのフォローアップ講習会等を歩行訓練士の方々と協力し、開催して行く必要性を感じます。

　IT機器については、情報メール等で耳にした方もおられると思いますが、情報センターと協力してiフォンの当事者講師を育成するための講習会を開催予定です。当初、心配された申込み者も定員10名のところ12名という事で上回りました。今後、訪問自立の一環として、当事者による訓練を行える様に継続して参ります。

　スマホへの移行に不安が有る方へも当事者が指導する事で、生活に沿った利便性の向上に役立てていただけるものと思います。申込み等につきましては、整い次第、情報配信を行います。

　最後に、今年度も県健康福祉部長との懇談会へ出席し、要望書の提出と補足説明を行って参りました。回答については以前、要望したとおり文書にていただく事になっております。内容については、情報2021等で理事、監事、支部長へお伝えしたいと思います。

　今年も後僅かとなりました、体調に十分留意され、来年も元気に事業へご参加いただきますようお願い致します。

１．第６７回全国視覚障害女性研修大会(鹿児島県大会)にZoom参加して
女性部長　鈴木眞喜子

　本年度の大会は当初、鹿児島市内で行われることで計画が進められてきていましたが、Zoomによるオンライン開催となりました。日程も２日の予定から１日となりました。

　開会式では、主催者のあいさつに続き、来賓のほとんどのみなさんが代理出席ではなくご自分であいさつされました。これもリモートだったからでしょうか。

　全国代表者会議では、常任委員の承認、令和2年度の事業報告、決算、令和３年度の事業計画、予算が承認されました。その後、各ブロックからの提出議題について話し合いました。

・食品の賞味期限の表示をわかりやすくしてほしい。

・セルフレジを視覚障害者に使いやすいものにしてほしい。

・医療機関で、自筆のできない視覚障害者に対して職員による代筆・代読をお願いしたい

・テレビ画面の文字表示の音声化

・JRの特急券の割引の要望が出され承認されました。

　Zoomでも実際の会議に出席するのと変わらない会議ができましたが、周りの人の声が気になり残念に思いました。

　午後からは研修会でした。全国６名のレポーターが、『我が家「わたし」の危機管理どうしていますか？(災害、急病、犯罪など)』というテーマでレポートを発表しました。

　福島県の柳沼敏子さんからは令和元年１０月の豪雨に遭って、床上浸水したときの生々しい体験を語っていただきました。寝ていたご主人を助け、冷蔵庫の食品を確保し、簡易トイレを準備するなど詳しく話していただきました。水が引いてからは、いろいろな人の助けで家の片づけをしたことなど周りの人の助けの大切さを知ったとのことです。また、日視連などの団体からは金銭、音声時計などを援助してもらい組織の大切さがわかったとのことでした。他の人のレポートからは、食料、日用品の備蓄の大切さ、防災講座を行ったこと、コロナ禍の中での体験などの話がありました。

　発表の後の意見交換では、近所の人とのつながりが大切、コロナ感染について自分がしてほしいことを的確に伝えることが大切ということ、大雪の際、買い物ができず困ったという地域特有の事情もあるものだと思いました。

　コロナ禍のなか、予定通りにできなかった大会でしたが、鹿児島県の皆さんのおかげで充実したものになったと思いました。来年の第68回大会は、福島県で令和４年８月３１日、９月１日に行われます。福島の地でみなさんが集えることを祈ります。

　　　２．「重要な知識は実践を通して得られるもの」

　　　　　　　　　　　　ライトホーム指導員　梅原慈香

　知識には二つの種類があります。言葉にできるものとできないものです。

　昔、自動織機や蒸気機関、自動車を発明したのは理論家でも公的機関でもなく、粘り強くその開発に取り組んだ人たちです。私たちが生業にしているあんま、針、灸の技術も同じです。泳ぎ方を本で読んでも泳げるわけではないように、針の打ち方や打つ場所を本で

読んでも治療効果を上げられる治療家にはなれないのです。私たちは言葉にできる知識を過大評価する傾向があります。筋肉や神経の名前とツボの効用を覚えて治療家になったような、やや勘違いしている人も少なくありません。大切なことは、患者さんの体を知り、即した技術で症状を改善させ、更には治癒までもっていくことです。

　では、どのようにすればそんな技術を会得できるのでしょうか？

実践を通してその理論、目指す体の状態やそのために必要な手技を会得している指導者が学ぼうとしているその人の理解度、感性、手指の繊細な動きなどの状態に即して感じるよう促しながら、その治療効果を実感させ、治療の中から得られた様々な教訓を蓄積させていくことが重要となります。そして、達成感を得ながら、患者さんの状態を客観的に評価できるように成長を促します。ある程度時間が必要です。一足飛びにはいきません。実践を身に着けることは脳みそを変えていくことです。手指の感覚や繊細で正確な動きもみな脳みそがやっていることだからです。

盲学校での３年間に脳みそをどれだけ変えられるか。言葉にできる知識は試験では重要です。言葉にできない知識こそが実際の治療と深くかかわってくるのです。

両方あれば鬼に金棒ですね。

ああ、もうひとつ大切なコトを忘れてはいけませんでした。

それは豊かな社会性を持った人格です。

皆さんはどんな技術を持った施術者に治療を任せたいですか？

どんな人格の施術者なら自分の体を預けられますか？

その施術者こそが私たちが目指す施術者ではないでしょうか？

現在、盲学校で学んでいらっしゃる学生さんも卒業ほやほやの皆さんも何十年もやっていらっしゃる治療家の皆さんもご一緒にお考えいただきたい。

なぜ、素人集団に仕事を取られるのでしょうか？

結果が出れば患者さんは戻ってきます。

ライトホームでは結果を出すために、感じることを大切に、施術者の手指が傷まないような手技を用いながら研修をすすめています。

最小限の力で効果が上がる！押すより伝える！触って判る手になればカリスマ治療家も夢ではありません！

一日研修も随時受け付けておりますので、一度どんなものか試しにいらしてください！

現在研修中の研修生に話を聞くこともできます。

研修生は目からウロコが落ちたみたいですよ。目玉が落ちなくてよかったです。

３．ピアライフは解散いたします

特定非営利活動法人　ピアライフしずおか理事　蓮池悟志

　「この法人は、地域社会で自立した生活をしたいと望んでおり、かつ自立のためになんらかの支援を必要としている視覚障害者に、生活支援や就労支援に関する事業等を行い、もって共生社会の実現に寄与することを目的とする。」

　これは、平成27年3月に設立した「特定非営利活動法人ピアライフしずおか(以下・ピアライフと略します)」の設立趣旨です。

　この目的には具体的に示していませんが、ピアライフの設立の動機は、地域で生活する視覚障害者の職業問題、特に「三療」の重要性です。

　県視協では、厳しさを増す「あはき」の現状を踏まえ、全国的にも存続が危ぶまれている盲人ホームについて、平成24年から「ライトホーム改革推進委員会」を設置して将来像を検討してきました。その提言で取り上げられていたのが、ライトホーム機能充実のためのグループホーム(以下、GHと略します)の必要性でした。その提言の具体化を担って生まれたのがピアライフです。

　いまでこそ全国に設置が相次いでいる視覚障害者のグループホームですが、当事者の手による設置の試みは、当時としては先進的だったと自負しています。しかし、県中部を中心に実施したGHに関するアンケートから明らかになったのは、他の重度障害者と比べて視覚障害者の自立度の高さでした。また、視覚障害入居者が望むGHは、部屋の面積や設備などの面で、基準を越えるグレードが求められていることを認識しました。自立度は入所者の確保の点で、基準を上回る施設は資金の面で、それぞれ高いハードルになりました。

　入所者の確保が先か資金の調達が先決か、二者択一を迫られる決定的な場面もありましたが、結局、設立の決断に至らなかったのは、法人としての組織力の弱さと事業の推進に当たってきた理事長の力不足です。

　法人設立に至る過程を含めれば、概ね十年余をGHの理想的な姿を追い求めて事業を進めてまいりましたが、今後の推進体制を維持することが困難になったことから、残念ながら法人を解散することになりました。

　これまで、全面的にご協力いただいた会員始め関係者の皆様に、心から感謝申し上げるとともに、公的な使命を果せなかったことをお詫び申し上げます。

　なお、残余財産については、借入金を返済のうえ、ピアライフ定款第52条の規定により『今後ともGHの設立に向けた運動を継続していただくこと』を付記して「公益社団法人静岡県視覚障害者協会」に譲渡いたします。

特定非営利活動法人　ピアライフしずおか
理事　蓮池悟志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年11月3日

４．衆議院選挙に思うこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱海支部・菊池一郎
今日は衆議院選挙の投票日である。

朝、買い物に出かける前に、同行のヘルパーさんとともに投票所に寄って、それを済ませた。

入り口では「車椅子を用意しましょうか？」と聞かれたり、受付では、「点字投票で……」と伝えると、一瞬、当惑した顔をされて、他のスタッフが、あわててテーブルまで案内してくれたり、渡された投票用紙が点字用の物ではなくて、なぜか一般の投票用紙だったり、点字の候補者名簿を一通り読んでから、いざ、投票しようとしたら、点筆と点字板はあるものの、肝心な定規がなくて、それを頼んだら、今度は物の長さを測るための定規を出してきたり……と、今回はなぜだか先方も慣れていないようで、こちらが観察しているといろいろとあったが、まあ、とにかく無事に投票を終えることができた。

いつもならば、期日前投票を行うことが多いのだが、「今回は、果たして誰に投票すべきか？」と、本当に最後まで悩んでしまっていたので、「一応、公約なる物をしっかり読んでからにしよう」と思い、当日行くことにした。
今、自分の手元には

「衆議院小選挙区選出議員選挙のお知らせ」

「第49回衆議院議員総選挙における投票方法について」

「衆議院比例代表選出議員選挙のお知らせ」

「最高裁判所裁判官国民審査のお知らせ」の4つの資料が

点字と音声CDでそれぞれ届いている。

これまでは、このお知らせが、投票日の前日になってようやく届き「もう、とっくに期日前投票を済ませてしまった後だった」といったことがよくあったのだが、今回は3日ぐらい前までには、すべて届いていた。

これらを用意してくださった、点字出版施設や音訳グループの方々のご尽力に、この場を借りて心から感謝申し上げたい。

ただ、欲を言えば、その結果としての当落と得票数の一覧を、後日、配布していただけるとありがたいようにも思う。まあこれは、テレビやラジオの開票速報やニュース番組を、きちんと視聴したり、あるいはインターネットのホームページなどを見れば、わかるようにはなっているのだろうが、自分の場合は、なぜか聞き逃してしまったり、うまく検索できなかったりで、いつも断片的な情報しか得ることができないのである。

ところで視覚障害者の場合には、点字での投票のほかに、補助者による代理投票も用意されているので、点字の読み書きができない人たちなどは、これを利用して、積極的に投票に行かれることをお勧めしたい。
尚、点字使用者の自分は、点字による投票を可能にしてくださった先人たちの並々ならぬ努力とご苦労、それに、毎回の開票作業に協力してくださっているアイボランティアの皆さんなどのことを思い「その灯を決して途絶えさせてしまうようなことがあってはならない」といった、ささやかな信念から、なにがあっても（たとえ投票所の職員が、点字板を探すのに慌てふためいて、何十分待たされようとも……）、これから先も、ずっと「点字投票」を行い続ける所存である。

５．事務局からのお知らせ

　１．収益事業について

イトメンのうどん・そばの販売を致しております。県視協の収益金と各支部への還元金となります。年々、収益が少なくなっております。皆様のご協力を切にお願い致します。販売は2月末日までとなります。

　２．賛助会員募集のお願い

ここ数年、会員の減少が切実な問題となっております。高齢、収入減等、様々な理由が有ると思います。やむを得ず、退会を希望される方へ今一度、賛助会員への移行をご検討ください。また、少しでもご興味の有る方への賛助会員協力をお願い致します。

　３．訃報のお知らせ

会員外ではありますが、元理療科教員の山田信之助(やまだ　しんのすけ)氏が9月14日頃、ご逝去されました。昨年度より、静岡視覚特別支援学校の併置問題に元教員の立場からご助言いただいておりました。謹んでご冥福をお祈り致します。

　４．年末年始のお休みについて

12月29日（水）から令和4年1月3日（月）まで、事務所がお休みになります。

ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願い致します。

６．編集後記

　前回の県視協通信を編集していた8月には、毎日たくさんのコロナ感染者が見られました。しかし、ワクチンの効果のお陰でしょうか、県内でも一桁の発症者が見られるだけで、浜松市では現在、新しい感染者0人の日が十日以上続いています。

　ただ、世界に目を向けると、欧州で流行が再燃し、アジアでもワクチン接種が進んでいるにも関わらず感染が広がっているという。日本がいつ同様の事態に転じてもおかしくないと思います。

　これらのことから、現在行っている感染症対策はこのまま継続する必要があり、現在の状態が続けば、新型コロナのために停滞していた、経済やビジネスも回復し、旅行や買い物に気兼ねなく出かけることが出来る様になります。私たちの会の行事も、今まで同様普通に遂行出来る日も近いと思われます。その日が必ず訪れます。それまで皆様、もう少しお元気で頑張りましょう。良いお年をお迎えください。

編集人　安松和男

住所　〒430-0925　浜松市中区寺島町４０４－２

電話　053-456-4040

メールアドレス　harry-yasu@sf.commufa.jp
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